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神
武
東
征
の
伝
説
ゆ
か
り

八
咫
烏
神
社
（
宇
陀
市
）

莢莢

莢莢

八
咫
烏
神
社
の
拝
殿
‖
宇
陀
市
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
宇
陀
市
榛
原
高
塚

（
祭
神
）
建
角
身
命
（
八
咫
烏
大
神
）
。

祭
神
が
八
咫
烏
な
の
は
全
国
初

（
交
通
）
近
鉄
榛
原
駅
か
ら
バ
ス
｢
高
塚
｣

で
下
車
、
西
へ
す
ぐ

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
（
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
２
０
４
６

八
咫
烏
神
社
(
宇
陀
市
)

は
、
平
安
時
代
の
神
社
一
覧

｢
延
喜
式
神
名
帳
｣
に
記
さ

れ
た
、
日
本
で
初
の
八
咫
烏

を
祭
神
と
し
た
神
社
で
す
。

古
事
記
や
日
本
書
記
に
よ

る
と

八
咫
烏
は

初
代
・
神

武
天
皇
が
日
向
(
宮
崎
県
な

ど
）
か
ら
大
和
を
目
指
し
た

東
征
の
中
で
吉
野
山
で
停
滞

す
る
一
行
を
道
案
内
し
、
勝

利
に
貢
献
し
た
と
さ
れ
ま

す

ま
た

平
安
時
代
の
古
代

氏
族
名
鑑
｢
新
撰
姓
氏
録
｣

で
建
角
身
命
が
八
咫
烏
に

変
身
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

日
本
書
記
に
続
く
勅
撰

の
正
史
「
続
日
本
紀
」
に

よ
る
と
、７
０
５（
慶
雲
２
）

年
、
「
八
咫
烏
の
神
社
を
宇

太
郡
に
置
い
た
」
な
ど
と
記

し
て
お
り
、
こ
の
年
が
創
始

の
年
と
さ
れ
ま
す
。

正
し
い
道
に
導
き
、
勝
利

に
貢
献
し
た
神
と
し
て
交
通

安
全

厄
よ
け

必
勝
祈
願
に

御
利
益
が
あ
る
そ
う
で
す
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
に
採
用
さ
れ
、

２
０
０
２
年
の
日
韓
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
記
念
の
八
咫
烏
像

が
拝
殿
横
に
あ
り
ま
す
。

八
咫
烏
は
３
本
足
の
印
象

で
す
が
、
記
紀
神
話
に
足
の

数
の
記
述
は
な
く
、
中
国
神

話
で
３
本
足
の
カ
ラ
ス
が

「
三
足
烏
」
と
呼
ば
れ
、
太

陽
に
す
む
と
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
熊
野
（
紀
伊
半
島

南
部
）
の
太
陽
を
神
格
化
し

た
「
太
陽
信
仰
」
の
３
本
足

の
カ
ラ
ス
と
八
咫
烏
が
、
あ

る
時
期
に
混
同
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
壮
大
な

神
話
の
世
界
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
、お
参
り
く
だ
さ
い
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

田
中
孝
憲
）


